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藏
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澤
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三
三
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五
一

オ
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ン
・
チ
ャ
ン
ポ
ン
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要
旨

本
研
究
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
学
生
に
対
す
る
、
宮
澤
賢
治
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
教
材
と
し
た
「
日
本
文
学
Ⅰ
」「
日
本
文
学
Ⅱ
」
の
「
読
解
」
指
導
の
あ
り
か
た
に

的
を
し
ぼ
り
、
日
本
の
国
語
科
教
育
か
ら
、
何
を
学
び
と
る
べ
き
か
を
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
日
本
語
学
習
用
の
日
本
語
教
材
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
開

発
し
、
さ
ら
に
、
ク
メ
ー
ル
語
訳
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
方
法
は
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
現
況
を
あ
ら
た
め
て
調
査
し
、「
日
本
文
学
Ⅰ
」「
日
本
文
学
Ⅱ
」
の
位
置
づ
け
と
役
割
を
客
観
化

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
文
部
科
学
省
の
「
学
習
指
導
要
領
」
と
、
こ
れ
を
反
映
し
た
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
「
学
習
の
手
引
き
」「
み
ち
し
る
べ
」
に
着
目
し
、
日
本

の
国
語
科
教
育
の
な
か
で
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
が
ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
き
た
の
か
を
調
査
し
た
。

さ
ら
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
用
の
教
材
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
テ
キ
ス
ト
と
副
教
材
と
し
て
の
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
録
音
教
材
と
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
ク
メ
ー
ル
語

の
翻
訳
教
材
を
作
成
し
た
。
最
終
的
に
は
、
そ
れ
ら
の
教
材
・
副
教
材
を
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
「
日
本
文
学
」
の
授
業
に
活
か
し
、『
オ

ツ
ベ
ル
と
象
』
の
授
業
計
画
を
立
案
し
た
。

第
一
章
で
は
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
概
要
、
本
学
科
に
お
け
る
各
学
年
の
科
目
の
授
業
内
容
、
使
用
教
材
お
よ
び
科
目
毎
の
授
業
の
課

題
と
な
る
点
を
整
理
し
た
。

第
二
章
で
は
、
日
本
の
「
学
習
指
導
要
領
」
お
よ
び
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
の
「
読
む
こ
と
」
指
導
の
変
遷
を
た
ど
り
、
そ
の
改
訂
の
目
的
と
意
義
を
考
察
し
た
。

日
本
の
「
学
習
指
導
要
領
」
は
、
現
在
ま
で
に
十
回
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
の
な
か
の
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
着
目
し
、
そ
の
内
容
の

変
遷
を
次
の
よ
う
に
時
期
区
分
し
て
示
し
た
。

第
一
に
、「
学
習
指
導
要
領
」
が
ま
だ
「
（
試
案
）」
で
あ
っ
た
草
創
期
の
昭
和
二
十
二
年
度
～
昭
和
二
十
六
年
度
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
音
読
中
心
・
速
読
の
指

導
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
度
の
改
訂
で
は
、
速
読
よ
り
も
、
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
、
読
む
こ
と
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
方
向
へ
と
転
換
し
た
。

第
二
に
、
昭
和
三
十
三
年
度
～
四
十
四
年
度
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
は
、
わ
か
り
や
す
く
効
果
的
に
話
す
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
書
か
れ

て
い
る
内
容
を
理
解
さ
せ
、
感
じ
た
こ
と
を
人
に
伝
え
る
技
能
を
重
視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
十
四
年
度
に
は
、
自
分
が
読
ん
だ
こ
と
を
相
手
に
伝
わ
る
よ
う

に
「
声
に
出
し
て
読
む
」
こ
と
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
朗
読
の
指
導
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
昭
和
五
十
二
年
度
～
平
成
元
年
度
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
話
や
文
章
の
要
点
と
事
柄
、
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
と
ら
え
、
情



- 2 -

景
や
心
情
を
読
み
味
わ
っ
た
上
で
、
内
容
を
ま
と
め
る
力
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
自
分
の
考
え
や
感
想
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
他
者
の
考
え
を
理
解
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く
力
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

第
四
に
、
平
成
十
四
年
度
～
平
成
二
十
九
年
度
で
あ
る
。
平
成
十
四
年
度
以
降
、「
伝
え
合
う
力
」
を
高
め
る
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
が
読
ん
で
理
解

し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
、
さ
ら
に
、
相
手
の
言
葉
を
理
解
し
て
、
共
有
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
と
い
う
人
間
関
係
の
基
本
を
、
国
語
に
よ
っ
て
育
成
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
「
学
習
指
導
要
領
」
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
を
遂
げ
な
が
ら
も
、
四
つ
の
技
能
と
し
て
、
読
む
・
書
く
・
聞
く
・
話
す
と
い
う
能
力
の
育
成
を

軸
と
し
た
言
葉
の
教
育
を
構
築
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
特
に
、
筆
者
が
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、「
音
読
」「
朗
読
」
で
あ
る
。

従
来
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
「
日
本
文
学
」（
読
解
）
の
授
業
は
、「
音
読
」
に
終
始
し
て
い
た
。「
音
読
」
と
は
何
か
を
考
え
る
う
え

で
、
昭
和
二
十
二
年
度
「
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）
」
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
の
「
中
学
校
の
生
徒
が
本
を
読
む
事
に
慣
れ
て
い
な
い
」
の
で
、
国
語
科
の

授
業
の
中
心
に
「
音
読
」
を
位
置
づ
け
て
い
た
。

こ
の
当
時
の
日
本
の
状
況
は
、
現
在
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
授
業
で
は
、「
音
読
」
を
通
し
て
擬
態
語
・
擬
声
語
と
い
っ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
注
意
す
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
国
語
科
教
育
に
お
け
る
「
音
読
」「
朗
読
」
の
指
導
の
あ
り
か
た
を
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
「
日
本
文
学
」

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
章
で
は
、
戦
後
の
小
中
学
校
国
語
科
教
育
に
お
け
る
宮
澤
賢
治
作
品
の
現
状
を
確
認
し
た
。
特
に
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
掲
載
す
る
日
本
の
中
学
校
一
年
生
の

国
語
科
教
科
書
の
歴
史
を
概
観
し
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
教
材
史
を
整
理
し
た
。

第
一
節
で
は
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
小
中
学
校
国
語
科
教
育
に
お
け
る
宮
澤
賢
治
作
品
の
現
状
を
整
理
し
、
特
に
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
採
用
の
意
義
を
調

べ
た
。
戦
後
最
も
早
い
時
期
か
ら
国
語
科
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
要
請
し
た
「
学
習
指
導
要
領
（Course

ofStudy

）
」「
単
元
（U

nitof

W
ork

）
」
と
教
材
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
本
文
の
対
応
を
検
証
し
た
結
果
、『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
の
教
科
書
本
文
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
要
請
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
次
の

三
点
が
確
認
さ
れ
た
。

第
一
に
、
当
時
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
小
学
校
四
年
生
用
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
教
科
書
の
本
文
を
確
認
し
た
結
果
、
生
徒
た
ち
に
主
体
的
な

興
味
・
関
心
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
原
文
「
尋
常
五
年
生
」
を
「
四
年
生
」
に
改
変
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
学
校
教
育
と
い
う
制
約
か
ら
、
宮
澤
賢
治
の
も
つ
仏
教
の
菩
薩
の
思
想
が
、
完
全
に
消
し
去
ら
れ
て
い
る
。
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第
三
に
、
ど
ん
ぐ
り
た
ち
の
裁
判
を
描
く
『
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
』
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
が
石
森
延
男
ら
に
示
唆
し
、
石
森
延
男
が
「
参
考
」
に
掲
出
す
る
に
と

ど
め
た
「
単
元
」
、「
『
わ
れ
わ
れ
の
意
見
は
、
他
の
人
の
意
見
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
影
響
を
こ
う
む
る
か
』」
を
生
徒
た
ち
に
主
体
的
に
考
え
さ
せ
る
教
材
と
い
う
意
義
と

期
待
を
に
な
っ
て
、
当
初
、
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
で
は
、
中
学
校
国
語
教
科
書
の
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
採
用
状
況
と
掲
載
作
品
名
を
整
理
し
、
昭
和
五
十
五
年
の
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
刊
行
の
前
年
、
そ
の
本

文
研
究
の
成
果
を
承
け
て
、「
オ
ッ
ペ
ル
」
が
「
オ
ツ
ベ
ル
」
に
改
訂
さ
れ
た
こ
と
（
鈴
木
貞
美
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）、
教
育
出
版
が
昭
和
二
十
八
年
か
ら
令
和
四
年
ま

で
、
最
も
多
く
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象

』
を
採
用
し
た
こ
と
が
こ
の
作
品
の
知
名
度
を
上
げ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

第
四
章
で
は
、「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
と
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
「
学
習
の
手
引
き
」
を
対
照
し
て
分
析
し
た
。『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
指
導
内
容
は
、「
学
習
指

導
要
領
」
の
改
訂
に
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
。

第
一
に
、
昭
和
二
十
六
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
と
昭
和
三
十
三
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
、『
オ
ツ
ベ
ル

と
象
』
は
、
音
読
・
黙
読
の
教
材
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
昭
和
四
十
四
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
師
主
導
型
か
ら
、
生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
た
指
導
へ
と
転
換
し
た
。
こ
れ
を
基
準
と

し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
、
登
場
人
物
の
心
情
に
着
目
し
、
場
面
の
展
開
ご
と
に
想
像
が
深
ま
っ
て
い
く
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
せ
、
そ
の
う
え
で
、
生
徒
の
感
想
・

考
え
を
重
視
す
る
と
い
う
生
徒
主
体
の
指
導
へ
と
転
換
す
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
教
師
主
導
型
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
よ
う
に
学
生
の
主
体
性
を
導
き
だ
す
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、「
生
徒
へ
の
目
標
提
示
」
は
、
今

後
、
取
り
入
れ
て
い
く
と
良
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
平
成
元
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
、「
音
読
」
の
指
導
が
刷
新
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
「
音
読
」
の
目
的

は
、
表
現
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
る
た
め
の
音
読
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
元
年
度
以
降
、「
音
読
」
に
は
「
朗
読
」
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
表
現
の

お
も
し
ろ
さ
を
理
解
し
た
う
え
で
の
「
朗
読
」
で
あ
る
。

第
四
に
、
平
成
十
四
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
は
、
他
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
内
容
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
力
を
重
視
し
て
い
る
。

相
手
に
理
解
し
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
自
身
の
考
え
を
日
本
語
の
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
時
期
の
「
学
習
の
手
引
き
」
に
は
、
物
語
の
最
終
場
面
、「
白
象
が
さ
び
し
く
笑
っ
て
」
の
意
味
を
問
う
設
問
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
は
学
界
で
も
問

題
と
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
難
解
な
問
い
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
授
業
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、「
白

象
が
さ
び
し
く
笑
っ
て
」
の
意
味
を
問
う
設
問
は
、
他
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
の
に
適
し
て
お
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
指
導
で
も
取
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り
上
げ
て
い
き
た
い
設
問
で
あ
る
。

第
五
に
、
平
成
二
〇
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
教
科
書
の
「
学
習
の
手
引
き
」
の
内
容
は
、
物
語

の
構
造
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
と
い
う
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
物
語
の
世
界
を
よ
り
深
く
味
わ
う
た
め
に
は
、
物
語
の
構
成
と
場
面
展
開
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
し
て
、
物
語
の
中
の
「
時
間
の
流
れ
」
を
正
し
く
捉
え
る
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
指
導
す
る
際
に
、
導
入
と
し
て
、
物
語
の
構
造
を
図
式
化
し
て
示
す
こ
と
は
、
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
は
、「
あ
る
牛
飼
い
が
も
の
が
た
る
」
か
ら
物
語
が
始
ま
る
。
作
品
の
な
か
で
、
牛
飼
い
は
時
々
登
場
し
て
、
物
語
の
外
側
か
ら
解
説
を
加
え
る
。

こ
う
し
た
作
品
の
構
造
を
、
最
初
に
理
解
し
た
う
え
で
、
物
語
を
読
み
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

次
に
、
登
場
人
物
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
と
行
動
を
、
正
し
く
た
ど
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
と
っ
て
は
、
こ
の

登
場
人
物
の
言
動
と
様
子
を
、
き
ち
ん
と
確
認
さ
せ
て
い
く
と
い
う
方
法
が
整
理
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
平
成
二
〇
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
、「
音
読
」
の
指
導
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
「
音
読
」
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
「
音
読
」「
朗
読
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
三
つ
の
場
面
「
第
一
日
曜
」「
第
二
日
曜
」
「
第
五
日
曜
」
ご
と
に
、
登
場
人
物
を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
音
読
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
話
文
と
地
の
文
と
を
、
は
っ
き
り
と
読
み
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、「
音
読
」
と
は
、
単
に
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、「
音
読
」
を
通
し
て
、
作
品
の
構
造
や
登
場
人
物
の
理
解
を
う
な
が
ず
た
め
の
方
法

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
音
読
」
は
、
作
品
を
理
解
し
、
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
、
自
分
の
表
現
と
し
て
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
で
教
育
的
効
果
が
高
ま

る
。
そ
の
考
え
方
の
原
点
に
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
が
昭
和
三
十
六
年
の
「
学
習
の
手
引
き
」
ま
で
、「
音
読
」
を
中
心
と
し
て
指
導
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
も
の
の
、

当
時
の
日
本
の
「
音
読
」
の
指
導
目
的
は
短
時
間
で
の
多
読
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
平
成
二
〇
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
。「
音
読
」
が
作
品
理
解
の
到
達
点
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
六
に
、
平
成
二
十
九
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を
基
準
と
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
で
は
、
擬
音
語
・
擬
態
語
と
い
っ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
代
表
さ
れ
る
表
現

技
法
の
考
察
が
加
わ
り
、
日
本
語
の
響
き
や
お
も
し
ろ
さ
を
体
感
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
戦
後
か
ら
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
「
学
習
の
手
引
き
」
を
概
観
し
、
日
本
の
国
語
科
教
育
に
お
け
る
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
「
学
習
の
手
引
き
」
に
み
る
指
導

の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
の
「
日
本
文
学
」
の
授
業
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
指
導
の
あ
り
方
が
見
え
て
き
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た
。第

五
章
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日
本
語
教
材
お
よ
び
ク
メ
ー
ル
語
翻
訳
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
本
文
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。

第
一
節
で
は
、
改
め
て
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
「
日
本
文
学
Ⅰ
」「
日
本
文
学
Ⅱ
」
の
現
状
と
問
題
点
を
整
理
し
た
。

第
二
節
・
第
三
節
で
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
掲
載
す
る
初
出
雑
誌
『
月
曜
』
と
新
旧
『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
を
比
校
し
た
。
諸
テ
キ
ス
ト
の
本
文
を
比
校
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
旧
校
本
の
校
訂
が
十
四
ヶ
所
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、「
よ
く
き
き
ね
え
」「
息
で
、
石
も
ナ
デ
カ
と
ば
せ
る
よ
」「
半
白
炭
」「
し
た
が
」

「
ば
し
や
く
ら
く
な
り
」
を
再
検
討
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
初
め
て
紹
介
す
る
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
本
文
は
、
原
文
を
尊
重
し
、
原
文
に
で
き
る
限
り
近
い
も
の
で

あ
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

第
四
節
で
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
ク
メ
ー
ル
語
に
翻
訳
す
る
た
め
に
、
翻
訳
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
「
の
ん
の
ん
の
ん
の
ん
の
ん
」「
大
そ
ろ
し
い
な
い
」「
変
に

ぼ
う
っ
と
」
の
語
釈
を
定
義
す
る
た
め
に
、
調
査
を
行
っ
た
。

第
六
章
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
用
の
日
本
語
テ
キ
ス
ト
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
作
成
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
作
成
過
程
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
節
・
二
節
・
三
節
で
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
語
彙
・
漢
字
・
文
型
を
抽
出
し
、
レ
ベ
ル
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
は
、
四
年
次
の
学

生
に
と
っ
て
、
未
習
語
彙
・
漢
字
・
文
型
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
十
七
語
彙
、
一
一
〇
字
と
四
型
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
三
年
間
の
学
習
経
験
の
平

均
デ
ー
タ
か
ら
類
推
す
る
と
、
十
五
回
の
授
業
で
十
分
指
導
可
能
な
内
容
で
あ
る
と
判
断
し
、
四
年
次
の
教
材
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。

第
四
節
で
は
、
漢
字
に
留
意
し
た
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
材
用
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
ま
ず
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
日
本
語
学
習
者
の
既
習
漢
字

と
日
本
の
中
学
校
一
年
生
が
小
学
校
六
年
間
で
学
ぶ
既
習
漢
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
教
え
る
漢
字
と
振
り
仮
名
を
付

す
漢
字
を
決
定
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
教
材
用
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

第
七
章
は
、
副
教
材
と
し
て
の
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
ク
メ
ー
ル
語
版
と
、
ク
メ
ー
ル
語
の
語
釈
を
作
成
し
た
。

第
一
節
で
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
ク
メ
ー
ル
語
に
翻
訳
し
た
。
そ
の
際
、
い
く
つ
か
の
問
題
と
な
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
赤
い
龍
の
眼
」
の
「
赤
い
」
が

ど
の
語
に
か
か
る
の
か
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
複
数
の
解
釈
が
生
じ
る
た
め
、
授
業
で
学
生
た
ち
同
士
が
意
見
交
換
を
す
る
際
の
良
い
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
節
で
は
、
副
教
材
の
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
ク
メ
ー
ル
語
の
語
釈
を
作
成
し
た
。

第
八
章
は
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学
科
で
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
を
指
導
す
る
た
め
に
、
第
一
節
で
は
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
物
語
の
構
造
を

分
析
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
節
で
は
、
物
語
の
時
間
性
を
分
析
し
た
。

『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
物
語
の
構
成
を
分
析
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
は
二
つ
の
世
界
が
進
行
す
る
重
層
的
時
間
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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そ
れ
ら
の
具
体
的
な
推
移
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、「
語
り
手
で
あ
る
牛
飼
い
の
時
間
」
は
、
二
十
九
日
で
あ
る
。

第
二
に
、「
藁
」
の
量
、「
月
」
の
流
れ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
次
の
日
」
と
い
う
基
準
か
ら
、
牛
飼
い
が
語
っ
た
物
語
世
界
内
の
時
間
を
整
理
す
る
こ
と
で
、「
オ
ツ
ベ

ル
と
象
の
物
語
の
世
界
の
時
間
」
は
、
竹
腰
氏
の
指
摘
と
同
様
、
十
二
日
間
だ
と
確
認
さ
れ
た
。

『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
は
、
作
品
の
構
成
を
踏
ま
え
て
物
語
全
体
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
授
業
を
す
る
際
に
は
、

最
初
の
段
階
で
物
語
の
構
成
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
九
章
で
は
、
聴
覚
的
な
副
教
材
、『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
「
朗
読
劇
」
の
教
材
を
開
発
し
た
。
藏
中
し
の
ぶ
先
生
、
菅
野
友
巳
先
生
の
御
指
導
の
下
で
、『
オ
ツ
ベ
ル

と
象
』
の
朗
読
劇
の
脚
本
を
作
成
し
、
日
本
人
の
院
生
・
学
部
生
の
協
力
を
得
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
日
本
語
学
習
者
の
た
め
の
朗
読
劇
録
音
教
材
、
お
よ
び
、
授
業
計
画

を
作
成
し
た
。

第
一
節
で
は
、
日
本
の
中
学
校
国
語
第
一
学
年
用
の
平
成
二
十
四
～
二
十
七
年
版
の
教
科
書
の
「
学
習
の
手
引
き
」
と
平
成
二
〇
年
度
「
国
語
科
学
習
指
導
要
領
」
を

分
析
し
た
結
果
、「
音
読
」
を
中
心
と
し
た
指
導
方
法
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
単
な
る
「
音
読
」
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、「
音
読
」
を
通
し
て
表
現
の
お
も
し
ろ
さ
、

作
品
世
界
の
構
造
を
理
解
し
、
登
場
人
物
の
言
動
を
正
し
く
読
み
取
る
、
作
品
読
解
の
基
本
的
な
方
法
と
し
て
重
視
し
て
い
る
と
確
認
さ
れ
た
。

第
二
節
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
日
本
語
学
習
者
向
け
の
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
副
教
材
と
し
て
、
日
本
人
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
朗
読
劇
『
オ
ツ
ベ
ル
と

象
』
録
音
版
の
制
作
に
つ
い
て
述
べ
た
。

第
三
節
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
日
本
語
学
習
者
の
た
め
に
、
日
本
人
学
生
と
と
も
に
、
朗
読
劇
の
稽
古
、
お
よ
び
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
四
節
で
は
、
副
教
材
の
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
朗
読
劇
の
録
音
と
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
ク
メ
ー
ル
語
の
翻
訳
教
材
を
利
用
し
て
、「
日
本
文
学
」
の
十
五
回
分
の

授
業
計
画
を
作
成
し
た
。

そ
の
十
五
回
の
授
業
は
、
指
導
者
に
よ
る
講
義
を
メ
イ
ン
に
据
え
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
学
生
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
て
主
体
的
に
学
習
し
、
話
し
合
い
や

発
表
の
場
を
協
同
し
て
作
り
上
げ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
目
指
し
計
画
し
た
。
授
業
で
の
説
明
に
際
し
て
は
、
副
教
材
を
利
用
す
る
た
め
、
学
習
者
の
理
解
度

は
十
分
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。


